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あ
ら
ぅ0
他
の
條
件
を
全
く
同

！

と
す
る
暇 

れ

，自

然

的

溝©
ょ
り
效
染
的
な
利
用
は
、
社
會
の
富
の
總
額
を
そ
れ
だ
け
滑
大
せ
し
め
る
の
だ
か
ら
，
諸
種
の

S

に
.立
つ
多
く
の
入
々
：
 

か
ら
當
然
大
ケ

5̂

関
心
を
撒
は
れ
る
替
で
あ
る
。
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V

さ
て
*

自
t

は
經
濟
現
象
に
對
る
環
境
と
し
て
作
瓜
す
る
と
共
に
、
他

方

經
濟
現
货
自
然
に
、反
作
用
し
て
そ
れ
に
變
，ヒ
を
與
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.

.

る
。
こ
g
M
;め

ポ

作

调

仏

®
*
事

實

ぐ
：る
。
：
而

し

て

、
こ

の

交

w
:
^

■

め
灘
様
は
*

V
.

のi

會

の

生

産

關

M

の
：̂

實

にク 

て

決

史

ま

れ

，ス
，
ぞ

嚴

に

も

然

を

觀

察

す

る

時

、
吾

々

は
一

W
此

社

會

に

於

：け
^
^
?
.
^
^
I

然
環
填
が
如
何
'に
：を
る
.
.か
を
觀
察
す
る
だ
は
で
な
<

(

勿

諭
^

の̂

場

合

、
：：：

§

難

が

：そ

の

：内

的

作

用

に

依

^
^モ̂

如̂

何
に̂

變

化

し

め
.
.あ

ぷ

：
か

を
.觀

察
.す
：
る

あ

み

：も

：忘

れ

：る
：

£
:と

は

：出

来

な

：い

 >

 

そ

れ

：
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が

きf

作
ま
に
：依
；タ
：
如
制
に
養
；

め
成
於
て
.居
る
か
を
，

5

顺

察

ね

ば
.な

，も.な
.か
0
:
:
.
斯

ぺ

レ

て

吾

々

於
，； 5:-̂

'
洗
タ
1

;の
み
を 

分
®

し
；て
：研
ま
ル
、
，：

：一

ま

の

へ

セ

：於
；妙
る
，

然
豫
境
：ボ■
恍
教
狀
他
に
ホ
る
か
を
明
か
，に
し
：得
：た
な
ら
ば
、
.當
然
第M

段
に
律
そ
，
 

め
‘辉
腐
：現
象
と
の
交14

作
用
'を
，
明

か

に

せ

ね

ば

な

ら

な

5
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屑
自
然
環
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察

は

、
，
斯

：か

る

綜
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は

• 

.

.
,
.
1 

? 

<
• 

-
.
- 

. 

.
、
 

,
.
' 

• 

■ 

. 

- 

•
5
.
-
» 

• 

.
• 

. 

.
リ：
.

-.
■ン 
‘
，

* •
，
厂；

、
‘ 

-
.
'
.
V
 

‘ 

. 

: 

.

.

. 

• 

. 

«
.
.
. 

' 

-

■
'
.
.
.

レ

•
•
;
-
•
• 

• 

V
. 

.

.

. 

- 

■ 

• 

- 

• 

-
• 

4

れ

る

勿

論

i

に

ま

ま

潜

が

ま

め

.
，生
產

I

ル
i

實

滿

か

に

さ

れV

ま

ま

な

ら

ね

こ

と
.

柏
®
,ふサボイ激自然環；

^
ボ
經
i

魚
ま
交
冗
的
な
■

係

ネ

特

づ

，
の
&

デ
i

に
云
み
.ぱr

,

そ
れ
-

文̂
化
環
！̂
と
：が
地
理
的
瑪 

:

游

■

れ
て
、
.そ
の
.上
.で
經
濟
现
象
と
：交.互
的
：な
關
係g

立
：

<?:わ
.

で
#

る
0 

.自

；然

豫

境

を

文

化

環

境

か

ら

廣

別

し

て

研

究

.す

る

こ 

と

游

、

-
洪̂

に

、
；
.激S

セ
♦

ザ

、

筆

者

の

奪

：ふ

る

が

*

冷̂

維
®

地

理

廣

に.嚴

け

要

め

：犯

發

點
 

金

な

す

：ぁ

，
の

と

：云
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べ

き

で

あ

お
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'自

满

遷

，滴

祭

9

輕ぜ溯；

^
:學
.に於け、

す上

M

の
，

く
趣
；̂
す
る
：と
レ
て
、：
：さ
：
次
に
：
®

の
：序
績
の
廣
究
に
移
の
ヤ 

ま
：：ま

；；

>
 
ホ
；先
0

第
，I
k
晋
ザ
め
：！
？̂面
す
？̂
激
題

：̂S
、，， .11.

ぶp
g

を
の
.，も

&

で
、ふ
一̂ス
^

#

4

^

’

.
深

決

あ
#
.
#
^
^
ま

§

の
,

ま

&

を
る
；̂
徒

、̂
^
,ー\
^
;
|
^
モ
れ
ま
濟
規
象
に
作
用
す
る
時
成
は
經
濟
：親
象
：か
，ら
作
用
.を 

受
サ
另
辟
*
.，:
#に

ま

し

或

は

；̂

，受
タ
？ハ廣
韻
が
は
激
联
の

'み
み
：̂
、
：ぃ
ま
獨
に
經
濟
現
象
ホ
作
用
ず
：る
，こ
；
 

.

經
濟
地
理
學
：お
於
け
る
自
然
環
境
觀
察
，の
資
義
及
が
手
f

に
就
い
て 

.
0 

a
:
m
!
l
)

を
*
,
’

さ
-:;trwaly'wi'Iwixui:
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、
雜

濟

地

理

學

に

，於
け

‘る
‘自
然
ぼ
ね
糊
察
の
意<義
，
及
；
ぴ

や

辕

き

に

韻

い

て

 

.六

四

C

ミ
ニ.
>
5 

乂

け

れ

ゼ

、
.單
獨
に
.作
用
を
受
け
る
こ
と
も
★
い
o
、
‘J
i
l

然
が
請
®

の
耍
素
の
紹
合
體
や
あ
る
以
ト
；、
こ
の

A
J

と
は
欺
め
.て
'
#ふ
，
 ̂

0で
も
，な
か
，明̂
!
1な
.こ

と
‘で
あ
，

ャ
氣
溢
の
，み

が

作

用

し

る-
v
m▲
は
れ
る
揚
合
が
あ0

K

も
"
そ
れ
は
單
に.全

體

と

し

て

.
の

作

用

り 

：

中

で

ハ

氣

温

の

，勤

め

た

役

割

が

特

，に

普

し

<
;
K

ぐ

か

つ

た

こ

と
^

意̂

味

す

る

，
に

诞

タ

な

ぐ

0

氣
温
が
斯
か
る’役
割
を
勤
め
た
#

後

；
に
.；； 

そ
れ
に
激
し
て
影
響
を
與
へ
或
は
そ‘の

冗

對

に

專

響

を

受
け
：！̂
:：

耍

素

ザ

控

え

ナ

居

る

'の

で

あ

る

。

断

く

し

て

吾

々

は

先

：
づ
..ハ

自

然

環

境
 

の
觀
察
は
常
に1
地
域
の
货
韻
を！

、つ
の
線
合
體
全
體
と
看
做
し
て
取
上
げ
め
ぱ
な
ら
，ぬ
と
い

.ふ
‘研

究

手

辩

上

の

一

‘
基

準

を

與

：
へ

ら
れ

る
の
で
あ
る
。
從
ウ
て
文
自
ぶ
環
境
の®1

步
は
、
綜
合
體
た
るg
然
を
そ
の
構
成
耍
素
に
ひ
と
先
づ
分
析
す
る
こ
と
を
以
っ
て
踏
み

W

さ
れ
.る

ツ
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ま
こ
と
世
界
中
に
孤
立
し
て
在
在
す
る‘も

の

唯

の一

つ
も
な
く
、
自
然
と
い
ふ
全
體>

構

成

す

る

睹

要

素

も

、

相

其

に

：極

め

：
て 

.

あ
に
ま
：
クて居り、一ウの耍素の雙ま

—

；

？

に
身
臂
へ
す
に
は

‘置

か
.な
.
.

5::o

ン
例
：
へ.ぱi

地
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域

：
P
氣

溫
i

壤
.
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性

ザ
^

か

；'を

め

.地

域

に

繁

俊

す

る

野

生

植

物

の

漸

韻

一

#
;
ま̂

タ

激

f

そ

わ

；
，逆

に

植

物

‘の
®

類

，
は

土

壤
.の

性

質

：
に
S

す

る
0
:そ

の

，
他 

し

い

場

合

の

；

^

^
、

風

風

及

ぴ

冰

燕

：

^
爛
ー

Q
;

溯

：̂
ま
：

び
；！

県
；

す
る
影
響•

海
流
や
風
等
の
叙
温
及
ぜ
次
氣
の
濕
虔
に
#
:
す
る
影 

^

に
見
ら
れ
る
0

す
べ
て
こ
れ
等
■
,
质

：.の
！11^,

臂
.の

關

一

，
は

相

冗

的

で

あ

つ

て

、

或

る

場

合

に

は

直

接

的

な

：或

る

，場

合

に

，は

間

接
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を

ん

ダ

ま

：
る

場

；

^
お

は

顧

著

：
激

敦

る

'
?
^
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に
：：； S

觀
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冗

ひ
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與

へ
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あ
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く
U

そ

自

然4
、
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縱
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場
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ネ

の

都

分

キ

タ

が
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體

タ

し

セ
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激
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體
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；
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：
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定
の
跌
序
を
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て
居
み
"
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KJ S
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秩
廣
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從
ウ
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；
に
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一
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す
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へ
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ひ
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必
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縫
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ま
然
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意
義
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^

握
す
る
が
爲
め
に
は
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斯
か
る
自
然
界
の
：跌
序
を
明
か
に
す
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と
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I
k

に
な
る
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の
分
析
-の
：

a

ホ

は

、
；
：
：
先

づ

と

Q
.

目

的

に

そ

ふ

：も

の

：
で

な

け

，

^
ぱ
な
ら
：な
：.^
'
:
力
-

.

1

‘ 

次
，に
吾
ん
.力
.注

意

せ

ね

ば

，な

ら

ぬ

’の
は
ぃ
.環
境
.
.ど
.も
て
の
自
然
に
對
ず‘き
觀
察
め
限
界
？̂
,あ

まj.

前
述
の
如
.き
譜
種0

2
2

然
現
象
及 

ホ
：？；̂
^

相̂
’あ

間

に

：於

け

；る

银

用

は

>::;主
：と

.し
.て

农
陽
の
光
：微
及
び.熱

と

萬

有

旧

：
カ

と

に

依

ク

て

.動

カ

を

與

，
へ

ら

れ

、

桃

球

ほ

體

の

物
 

理

化

學

的#
遺

に

ま

つ

：

繁

づ

れ

て

i 

.も

：
の'給

果

し

セ

後

生

す

き

例

：へ
ぱ
：ポ
陽
の
濟
線
及
：び
を
.の
，熱

が

持

タ

物

理
 

化

學

的

性

質

は

励

植

物

に

作

用

レ

そ◎.
體
育
を
可
能
な
.；̂
し

め

服

れ

生

ぜ3

め
風
を起

.；

レ
降
雨
を
生
：ぜ
し
め
る
。
：萬
有
引 

力
の
作
用i

s

地
球
の
：

M
g

公
轉&

起
と0

、

遂

：

s
m

ぱ
四
季
の
.變
化
，
潮
：̂

:

海
流V

或

：は

地

形

の

，變

化

等

を

窗

ホ

動

力

と

な

.：る

？ 

更
.に
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條
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濟
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す
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